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ボランティアにおけるタブー・トレードオフ ⾃尊⼼に打ち勝てる⾦額はいかほどか？ 
 
タブー・トレードオフとは聞きなれない⾔葉である。⼼理学の⽤語とある。GoogleChrome
でこの⾔葉を検索しても４件、"taboo trade-off" で検索しても 72 件のみのヒットである。 
 
タブー・トレードオフとはいかなる概念であるか。記事では「愛国⼼や友情のような『聖な
る価値』をトレードオフの対象とみなすこと（すなわちお⾦で代替可能なものとみなすこと）
に、激しい拒絶反応が起きる現象を指す」と説明されている。核廃棄物の最終処分場決定時
に実際に起こったタブー・トレードオフの実例についてはなるほどな、と思う。 
 
最近の⽇本は毎年のように⾃然災害に⾒舞われ、多くのボランティアがその復興のために
⼿弁当で⼿助けしている。誰から指⽰されたわけでもなく、困っている⼈を私が助けなけれ
ばとの気持ちから出た⾏動であ
る。このボランティアに対して、
⽇当を少ないながらも 2000 円お
⽀払いしますと⾔えば、タブー・
トレードオフから⾃尊⼼が多いに
傷付けられるものと考えられる。
それならは、5000 円ではどうか？ 
１万円でどうか？ ３万円ならば
どうか？ この⾦額は⼈それぞれ
に異なるが、どこかでタブー・ト
レードオフを超える⾦額があると
考えるのが社会⼀般だ。ある⼈は
１万円で、またある⼈は３万円な
ら、そして 100 万円という⾦額を
聞いてもお⾦を出すというならボ
ランティアなどしないという⼈も
いることだろう。 
 
善意の⾏動に対しては⼼で報いる。⼼と⼼のつながりである。ここに貨幣経済が⼊り込むと、
次元が異なる⼼と⾦銭の関係となる。ボランティアへのお礼はボランティアで返す。阪神淡
路⼤震災から 25 年、よく聞かれた⾔葉である。 


